
【基本目標１】生きがいづくりと活躍の場の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　実施状況、課題と今後の方向性について　 【別添資料５】
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⑴

高

齢

者

の

生

き

が

い

づ

く

り

の

推

進

1

高

齢

者

の

生

き

が

い

づ

く

り

の

推

進

1,677 1,406

49 45

②敬老事業の実施と

支援
24

敬老模範家庭の表彰件数

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

①高齢者の生きがい

づくりの推進
23

クラブ数

敬老祝い金の支給

７７歳【１万円】
敬老祝い金の支給

８８歳【２万円】
敬老祝い金の支給

９９歳【３万円】

③生涯学習の機会の

提供（高齢者学級へ

の参加状況）

ー

・各クラブにおいて、会員が長年培ってきた知識や経験を活かした

社会活動を通し、会員相互の健康づくりや高齢者の生きがい、地域

づくりに取り組んだ。

・クラブ数及び会員数ともに減少傾向であるため、老人クラブが設

立していない地区等へ重点的なＰＲをするとともに、前期高齢者の

新規加入を促進し、後継者の育成支援を行う。会員数

3 2

ー

・敬老模範家庭及び金婚夫婦の表彰や敬老祝金（市内商店共通商品

券）の贈呈等を通じて、市民の敬老精神の高揚・啓発を図った。

・各地区敬老会事業の運営費として補助金を交付し、地域における

高齢者の交流を支援した。

・高齢者が、住み慣れた地域でいつまでも元気に生活できるよう、

各地区敬老会事業への支援を継続するとともに、市民への敬老意識

の啓発に努める。

・平均寿命の延伸に伴い、対象者の増加による事業費の増大が課題

となっており、敬老祝金の支給対象年齢、支給金額の見直しを含

め、持続可能な敬老事業の在り方について検討する。

金婚夫婦の表彰組数 240 138

1,098 850

敬老会事業補助金の

交付額（千円）
12,207 12,916

34 35

393 352

145

ー

・高齢者の生涯学習への意欲や学習機会のニーズが高まっているこ

とから、各年齢に応じた事業内容の工夫や利用の促進を図り、公民

館が高齢者にとってより身近な魅力ある施設となるよう取り組ん

だ。

・高齢者の公民館活動の活性化を推進し、講座内容の改善に努める

とともに学習ニーズを的確に把握し参加者の増加に努める。

・参加者自らが、公民館で得た知識や技能をそれぞれの地域に還元

し、地域社会へ貢献できるよう支援を継続する。

4 9

佐間公民館（人数） 134 124

忍行田公民館（開催回数）

長野公民館（人数） 203 217

佐間公民館（開催回数） 5 5

桜が丘公民館（人数） 89 0

長野公民館（開催回数） 8 11

星河公民館（人数） 0 57

桜が丘公民館（開催回数） 6 0

持田公民館（人数） 81 170

星河公民館（開催回数） 0 7

荒木公民館（人数） 63 88

持田公民館（開催回数） 6 8

須加公民館（人数） 66 61

荒木公民館（開催回数） 4 6

北河原公民館（人数） 32 55

須加公民館（開催回数） 4 7

埼玉公民館（人数） 0 0

北河原公民館（開催回数） 3 5

星宮公民館（人数） 81 235

埼玉公民館（開催回数） 0 0

太井公民館（人数） 121 141

星宮公民館（開催回数） 5 16

下忍公民館（人数） 45 110

太井公民館（開催回数） 8 9

太田公民館（人数） 64 86

下忍公民館（開催回数） 4 7

8 10

地域文化センター（人数） 41 49

南河原公民館（開催回数） 2 2

25

忍行田公民館（人数） 69

南河原公民館（人数） 55 34

太田公民館（開催回数） 7 8

地域文化センター（開催回数）

1



【基本目標１】生きがいづくりと活躍の場の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　実施状況、課題と今後の方向性について　 【別添資料５】

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

施策 ページ 指標取組

第8期計画 現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

目標値

実績値

目標値

実績値
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目標値
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実績値
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④いきいきサロン

事業の充実
26

設置数

93 94 95

参加人数

515 479

協力人数

520 525

未達成

・協力員講習会の開催

・代表者連絡会の開催

・サロン活動を一助として、出前講座の活用や、一芸ボランティ

ア、サロン用具の貸出のＰＲ

・サロンへの取材

・ホームページ掲載

・企業等の定年が延長されてきていることから、運営者やボラン

ティアにおける世代交代が難しくなってきている。民生委員や自治

体を通して、サロンの役割をＰＲしていくとともに、各サロンの活

動の様子などを、定期的に社協ＨＰやフェイスブックなどでも更新

していく。

85 81

・コロナ禍において、集合型で開催できる機会や、人と人が会う機

会の減少

・運営する協力員、参加者の高齢化(運営の後継者がいない）

1,840

1,777 1,509

1,800 1,820

530

⑤総合福祉会館にお

ける各種事業の充実
27

機能回復訓練室利用人

数（障がい者を含む）

プール利用人数

陶芸教室参加者数

・換気や消毒など施設内の衛生管理を徹底し、利用者の安全確保に

努めるとともに、個別指導も提供するなど利用者ニーズに沿った指

導の充実を図る。また、自治体が提供する情報に加え、ＳＮＳや

ウェブサイトなどのオープンプラットホームを活用して情報発信に

努める。

5,864 8,400

12,100 16,150 17,000

未達成

・新型コロナウィルス感染防止対策を徹底し、各事業を継続

・新規利用者確保を図るため、社協ホームページや社協だよりにて

事業を周知

・一般介護予防教室の普及啓発促進を図るため、市内公民館や老人

福祉センター南河原荘を会場に教室を開催

6,400 8,550 9,000

5,671

・新型コロナウィルス感染対策の徹底やワクチン接種が進んだこと

で、利用者は増加傾向にあるが、コロナ前の水準には戻っていない

ため。100

5,760

水中ウォーキング

参加者数

65 70 75

105 110

67 104

15 28

110

33 37

水泳教室参加者数

100 105

80

100 99

脳トレ体操教室参加者数

70 75

・新型コロナウイルス感染症の影響により、活動が制限されたこと

から、サポーター登録者数、年間活動時間ともに目標値を下回っ

た。2,700

1,986

2

高

齢

者

の

生

き

が

い

づ

く

り

の

推

進

⑴

地

域

社

会

と

の

接

点

の

創

出

①いきいき・元気サ

ポート制度の充実
29

登録者総数

年間活動時間

②ボランティア団体

への支援
30

加盟団体

⑵シルバー人材センター事

業の運営・支援
31 登録者総数

加盟団体構成人数

109

140 150 160

未達成

2,500 2,600

1,626

・ボランティア養成講座を開催し、新規サポーターの加入促進を

図った。

未達成

・各ボランティア団体間の連携や交流を目的とした定例会を開催

し、活動に関する情報交換や、合同事業の企画等に関する話し合い

を行っている。

・ボランティアの育成支援や派遣などのほか、４団体あるボラン

ティア団体連絡協議会の調整役として、各団体の連携や交流を図っ

ている。

・ボランティア活動の活性化のため、新たな団体の発掘や、あらゆ

る世代が気軽に活動できる環境づくるが必要。

・各種講座や教室の開催により、引き続き個人や団体の支援、育成

等に努めるとともに、誰もが気軽にボランティア活動に参加できる

体制づくりに努める。

・ボランティア団体連絡協議会の活動を積極的に情報発信すること

で、加盟団体の増加へとつなげ、各団体のネットワークを通じてボ

ランティア活動の活性化を図る。

36 36

45 48 50

・新型コロナウイルスの影響で活動団体の休止や解散があった。

・以前は、６団体でボランティア団体連絡協議会に加盟していた

が、２団体が退会した。

・サポーターの高齢化が進んでいることから、現役世代も含めた新

たなサポーターの掘り起こしを行う。

・サポーターの活躍の場を広げるため、活動内容の見直しや活動し

やすい環境の整備を行う。

119

670

591 558

620 650

・引き続き新入会員の確保に向け各種PR活動を行う。

・女性会員が少ない（全体の３割程度）ことから、女性会員の加入

促進を図る。

・会員の培った経験や知識を活かせるよう、就労機会の拡大に努め

る。
334 329

365 370 375

未達成

・「市報ぎょうだ」に会員募集等の記事を掲載（令和5年3月）

・新規会員の確保を図るため、公共施設等にパンフレットを配架

・毎月2回入会説明会を開催

・会員自らが会員獲得の働きかけに取り組む「1人1会員入会」活動

を実施

・高年齢者雇用安定法が改正され、企業に70歳までの就業機会の確

保が努力義務として講じられたこと等により、新規会員の確保が難

しくなっている。

・会員の高齢化に伴い（令和５年３月末現在、平均年齢７４．３

歳）、就業できる業種が限られている。

2



【基本目標２】高齢者の健康づくりと在宅生活に係る支援
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

見込値

実績値

見込値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

・就労世代である４０歳、５０歳、６０歳の方への歯周病への理解

や関心が得られなかった。

・周知については「保健事業のお知らせ」のみで、市民の認知度が

低く、申込があった場合でも、すでに実施済みの方も一定数いるた

め。

・接種の必要性についての十分な周知ができていなかった。

施策 ページ 指標取組

第8期計画

1

高

齢

者

の

健

康

保

持

・

増

進

⑴

健

康

づ

く

り

の

推

進

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

①健康づくりマイス

ター養成講座の充実
32

健康づくりマイスター

養成事業参加人数

②健康相談の充実 33 相談者数

③健康教育の充実

未達成

・令和２年度から「市民けんこう大学」を「健康づくりマイスター

養成事業」に改め、市民がより気軽に参加できるよう、実施体制を

見直し

・健康づくりに関する各種講座を、年間を通じて定期的に提供し、

認定要件を満たした方を「健康づくりマイスター」として認定

未達成

・事前予約制とし、月に１日、相談日を設けた定例相談と相談日に

来所できない方に日時を調整して実施する随時相談を実施

・保健師、栄養士、歯科衛生士による食事、生活習慣、歯について

の相談を実施

60 60

未達成

・新規の参加者が少ないため、民間企業等の講師による講座など、

市民のニーズにあった講座を開催することで新規参加者の増加に努

めている。

④がん検診の受診

促進
34

・定期的に対象講座を実施し、引き続き積極的な参加を促す周知を

行う。

4 0

40 45 50
・申込制ではないため、対象講座の参加者すべてに本事業のポイン

トカード及びチラシを配布し、毎回説明を行うなどの周知を図った

が、新型コロナウイル感染症の影響により、参加人数の制限や、緊

急事態宣言の発令を受けて講座の開催見合わせを行ったことで、対

象講座の実施回数が少なかったことが大きく影されたと思われる。

・コロナ禍の収束により相談人数も徐々に回復しているが、周知や

実施の方法などを工夫し、引き続き、気軽に相談できる場の創出に

努めるとともに、一人多くの方の疑問に応え、その相談に真摯に向

き合っていく。
26 35

40 45 45
・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、相談人数が減った年も

あったが徐々に回復してきている。

・市民のニーズや社会情勢に合った教室の開催や、周知方法の工夫

により参加意欲を高め、より多くの方へ情報提供及び行動変容に取

り組んでいく。34

33 開催回数

60

30

・市民けんこう大学・大学院の廃止及び新型コロナウイルス感染症

の影響により、予定していた講座を中止したり定員を制限したた

め。

胃がん検診受診者数

乳がん検診の受診者数

・令和５年度より、検診の周知方法として、節目年齢（２０歳、３

０歳、４０歳、５０歳、６０歳）の対象者へ個別通知の送付を開始

するとともに新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことに

より、市民の生活が活発化していることを踏まえ、有効な検診の実

施方法や周知方法を検討していく。

940 1,022

1,300 1,300 1,300

未達成

・がんの早期発見、治療のため、肺、胃、大腸、乳、子宮がん検診

を集団方式（年間１５回）と個別方式（市内２１医療機関）で実施

・検診は、「市報ぎょうだ」「保健事業のお知らせ」等で周知

1,200 1,200 1,200

1,024

・検診の周知は、自治会回覧、市報などを中心に行ったが、十分で

はなかった。また新型コロナウイルス感染症の拡大による外出制限

などにより、受診控えなどがあったと考えられる。

肺がん検診の受診者数
1,300

925

子宮がん検診の受診者数
1,000 1,000 1,000

1,300 1,300

912 1,064

851 943

4,500

3,742 3,703
大腸がん検診の受診者数

4,500 4,500

2.5

2.5 2.1
胃がん検診の受診率

2.5 2.5

4.5

7.6 8.8
乳がん検診の受診率

4.5 4.5

2.9

4.4 4.9
子宮がん検診の受診率

2.9 2.9

2.5

1.1 2.0
肺がん検診の受診者率

2.5 2.5

8.6

4.0 7.0
大腸がん検診の受診率

8.6 8.6

⑥肝炎ウイルス検診

の受診促進
36 受診者数

・就労世代（４０歳、５０歳、６０歳）への周知の強化と併せて、

受診費用の全面免除（７０歳以上の方）を継続することで、引き続

き、受診の促進に努める。92 246

270 270 270

未達成

・壮年期以降における健康を維持し、食べる楽しみを享受できるよ

う、歯の喪失を予防することを目的とし、４０歳、５０歳、６０

歳、７０歳の方へ受診勧奨通知を送付し、受診者の増加を図ってい

る。

⑤歯周疾患検診の

受診促進
35 受診者数

・肝炎に関する正しい知識の普及に努め、検診が必要となる方が受

診できるよう、周知を行う。
22 30

30 30 30

未達成
・４０歳以上の方で今まで肝炎ウイルス検査を受けたことがない方

を対象に実施。Ｂ型肝炎Ｃ型肝炎に関する抗体検査を実施。

・令和５年度では1月に再勧奨のハガキを送付。

・令和６年度からは６５歳になる誕生月を目安に予防接種予診票を

送付。接種情報を提供していく。1,110 1,170

1,200 1,200 1,200

未達成

・定期接種は65歳のみが対象であるが、令和５年度まで70歳から5

歳刻みの年齢の方も対象として実施。令和６年度以降は65歳の方が

対象。予診票を個人へ発送し、1月に再勧奨のハガキを送付。

⑦高齢者肺炎球菌

予防接種の推進
36 接種査数

3



【基本目標２】高齢者の健康づくりと在宅生活に係る支援
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

施策 ページ 指標取組

第8期計画 現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

見込値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

見込値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

①在宅重度要介護高

齢者等介護者手当の

支給

42 実績値

・要介護４又は要介護５の要介護認定を受けている方を在宅で介護

している介護者に対し、月額５千円の手当を支給することにより、

当該介護者の身体的、精神的及び経済的な負担の軽減を図った。

・引き続き手当を支給することで介護者の身体的、精神的及び経済

的負担の軽減を図るとともに、制度の周知に努める。

③乳酸飲料等の配達

による安否確認
45 実績値 ー

・ひとり暮らし高齢者等に対し、原則手渡しで、乳酸飲料等を週２

回、無料で配達することにより、対象者の安否確認を行うととも

に、その健康保持を図った。

・令和５年度からシルバー人材センターの会員による「ひとり暮ら

し高齢者見守り事業」を開始したことにより、令和４年度で本事業

は廃止。

④寝具の乾燥及び

丸洗いの実施
45 実績値 ー

・要介護４又は５の認定を受けてから、３か月以上継続した者、又

は75歳以上のひとり暮らし高齢者を対象として、その保健衛生の向

上を図るため、寝具の乾燥及び丸洗いを年４回、実施した。

・利用希望者が少ないことから、サービスの必要性を検討する。

実績値

実績値

⑥福祉電話の貸与 46 実績値 ー

・低所得のひとり暮らし高齢者（生活保護法による被保護者）に対

し、その孤独感の解消と安否確認に資するため、電話回線の貸与を

行った。

・利用希望者が少ないことから、サービスの必要性を検討する。

・新型コロナウイルスとの同時流行が懸念されたため接種者数の増

加

・市内だけでなく、埼玉県相互乗り入れ事業に参加している医療機

関で接種できることから、かかりつけ医から接種を勧められ接種者

数の増加

・市民に対する周知不足が考えられる。

・市でもの忘れ検診の受付を行ったものの、医療機関での検診受診

まで至っていない人がいる。

・対象でない年齢の市民から受診希望の問い合わせがあり、受付を

断らざるを得ないケースがある。

ー

1

高

齢

者

の

健

康

保

持

・

増

進

⑴

健

康

づ

く

り

の

推

進

2

高

齢

者

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

高

齢

者

の

在

宅

生

活

に

係

る

支

援

⑧高齢者インフルエ

ンザ予防接種の推進
37 接種者数

・市報や市ホームページなどで周知を行い、多くの方が接種できる

よう努める。

・定期接種として、高齢者インフルエンザ予防接種を65歳以上の方

を対象に実施。

・特定健康診査の受診率向上のために、ハガキや電話等による未受

診者への積極的な受診勧奨や受診歴のある方に対しても継続受診を

促すなど対象者の属性に応じた取組を実施する。

・受診の結果、生活習慣を改善する必要性が高いと判定された方に

対しては、引き続き特定保健指導を実施する。

特定健康診査

（受診者数）
4,833 4,944

特定健康診査

（受診率）

13,725 13,006

ー

・高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、特定健康診査及び後

期高齢者健康診査を実施し、生活習慣病の予防や早期発見につなげ

ることで、重症化を予防し、健康寿命の延伸や今後増大する医療費

の抑制に努めた。

35 38

2,589

特定健康診査

（対象者数）

後期高齢者健康診査

（受診者数）
2,503

後期高齢者健康診査

（対象者数）

達成

14,496 14,525

13,000 13,000 13,000

⑩もの忘れ検診

（認知症検診）
39 登録者数

後期高齢者健康診査

（受診率）
22.4 22.1

⑨特定健康診査・特

定保健指導及び後期

高齢者健康診査の受

診促進

38

11,189 11,695

・保険年金課や健康づくり課と連携して市民に対する周知を実施し

たが、見込み量には届かなかった。別の周知方法が必要と思われ

る。

・令和4年度は、50歳の受診者数が0人だった一方で、70歳の受診者

数が12人で全体の63％を占めた。検診対象年齢の見直し等の検討が

必要と思われる。

13 19

100 150 200

未達成

・毎年度末時点で50・55・60・65・70歳の者を対象に、認知症の

早期発見と早期治療を促進する目的で実施している。

・また、もの忘れ検診で認知機能の低下が認められた者に対して、

薬剤師による訪問指導（居宅療養管理指導）を実施している。

⑴

高

齢

者

に

関

す

る

実

施

の

把

握

①ふれあい見守り

活動の推進
41

支えあいマップの作成

・更新作業自治会数

地域支援ネットワーク

会議の開催数

②ひとり暮らし高齢

者等の実数調査
42

ひとり暮らし高齢者数

受給者数

利用者数

福祉電話（回線数）

・高齢者等の抱える様々な生活課題に対し、個別の支援へとつなげ

られるよう、自治会や民生委員など、地域の支援者が中心となり

「支えあいマップ」を作成し、見守り活動や実態把握等を行った。

・見守りだけでなく、要援護高齢者を具体的な支援へとつなげられ

るよう、民生委員や地域包括支援センター相談協力員、地域包括支

援センター、社会福祉協議会などの関係者による「地域支援ネット

ワーク会議」を開催することにより、情報の共有を図り、多角的・

重層的な支え合いの仕組みを整えた。

・社会福祉協議会と連携し、地域での見守り活動や、災害時の要支

援への支援活動にかつ寄れている「支え合いマップ」の更新や、事

業所との協定締結により、地域の支え合いの仕組みづくりに引き続

き取り組んでいく。

・地域支援ネットワーク会議を継続的に開催し、地域支援者から支

援を必要とする方の把握と関係機関との支援の調整を引き続き行

い、早期発見、早期対応に務める。

地域安心ネットワーク

協定の締結数
未締結 未締結

69 60

25 66

3,410 3,681
・地域の実情に精通した民生委員の協力のもと、各戸を訪問して在

宅高齢者に関する調査実施した。

・支援を必要とする高齢者の見守り活動や、緊急時における必要機

関等への連絡、熱中症予防対策など、各種施策を実施するための基

礎資料として、引き続き調査を実施するとともに、収集した情報の

有効活用に努める。
高齢者のみの世帯数 3,822 3,922

110 107

利用者数 381 144

9 10

⑤日常生活用具の

給付
46

電磁調理器（台） 4 1

ー

・寝たきり及びひとり暮らし高齢者に対して、日常生活上の便宜を

図るため、電磁調理器及び自動消火器の給付することにより、火災

防止、或いは火災になる前の初期消火に対応した。

・利用希望者が少ないことから、サービスの必要性を検討する。

自動消火器（台） 0 0

5 5

4



【基本目標２】高齢者の健康づくりと在宅生活に係る支援
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

施策 ページ 指標取組

第8期計画 現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

実績値

実績値

⑧要援護高齢者等の

一時保護
47 実績値 ー

・養護者の虐待により、高齢者が一時的な保護を必要とする場合な

どに、被虐待高齢者の養護者からの分離のための一時保護を、施設

に委託し実施している。

・虐待を受けた高齢者の安全確保のため、引き続き実施していく。

・一時保護期間終了後の被虐待高齢者及び養護者支援について、併

せて行っていく。

⑨訪問介護サービス

利用者負担額の助成
48 実績値 ー

・訪問介護サービス、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対

応型訪問介護、第１号訪問事業を利用している低所得者 （生計中心

者の前年分の市民税が非課税の世帯に属する者）に対し、利用者の

経済的負担を軽減することを目的として、訪問介護サービス利用者

負担額の助成（利用料の半額）を行っている。

・今後も低所得者の経済的負担の軽減を図るため、引き続き実施す

る。

・一方で、今後の利用者増を踏まえ、持続可能な制度とするため、

助成対象者や助成対象サービスについて、他市町村の状況を参考に

再検討を行っていく。

目標値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

・企業等の定年退職年齢が延びてきていることから、新規サポー

ターの参入が難しく、サポーターの数が不足し、利用登録者数が減

少している。

2

高

齢

者

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

高

齢

者

の

在

宅

生

活

に

係

る

支

援

⑦緊急通報装置の

給付

363

ー

・在宅のひとり暮らし高齢者、ねたきり高齢者等に日常生活上の不

安等を軽減及び生活の安全確保を図るため、緊急通報装置の給付を

行った。

・令和５年度から固定電話回線をお持ちでない方でも利用できる

「携帯型」の緊急通報装置を導入。

・利用者の対象範囲を広げることで、見守り体制の充実を図る。

47

利用者数（人） 368

新規登録者数（人） 27 37

利用件数 2 1

・サポーターの高齢化も進んでおり、新たなサポーターの掘り起こ

しが課題となっている。そのため、活動内容の見直しや活動しやす

い環境を整えるとともに、現役世代の方に対しても、積極的に余暇

を使った活動をしていただけるよう制度の周知を図っていく。
177 134

助成人数 58 52

⑪車いすの貸出し 49 貸出し件数

未達成

・サポーター研修の開催

（新規サポーター獲得に向けた養成研修を含む）

・付き添い支援に携わるサポーターの運転講習の開催

・ネットワーク会議等、多くの方が集まる場所でのＰＲ

⑩いきいき・元気サ

ポーターによる生活

支援

49 利用登録者数

200 220 240

・引き続き、無料での貸出しを実施していく。

45 42

50 60 70

ー

・要介護・要支援の認定を受けた高齢者のうち、要支援１、要支援

２または要介護１の方に対し、車いすを６か月間、無料で貸し出し

た。

⑬訪問理美容サービ

スの実施
50 利用者数

・引き続き、無料での貸出しを実施していく。

209 136

160 170 180

ー
・日常的に車いすを利用している高齢者等に対し、車いすのまま乗

降できる福祉車両の貸出しを無料で行った。
⑫福祉車両の貸出し 50 貸出し件数

・引き続き、サービスを実施していく。

14 6

20 25 30

ー

・介護保険法による要介護認定を受けた高齢者のうち、要介護３か

ら要介護５の方に対し、理容師または美容師が居宅を訪問し、調髪

などのサービスを提供した。

5



【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

アー③

訪問看護

アー③

介護予防訪問看護

アー④

訪問リハビリテー

ション

58

アー①

訪問介護

アー②

訪問入浴介護

アー②

介護予防訪問入浴

介護

57

57

アー④

介護予防訪問リハビ

リテーション

アー⑤

居宅療養管理指導

アー⑤

介護予防居宅療養

管理指導

58

59

59

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）
3,932 4,049 4,170

4,449 4,704

利用人数（人）
636 655 674

557 512

金額（千円）
168,643 182,134 202,974

200,095 215,982

0 6

金額（千円）
0 0 0

金額（千円）
32,761 34,891 37,159

29,397 29,006

0 357

58

利用人数（人）
2,389 2,627 2,968

2,710 2,814

金額（千円）
125,174 143,950 165,542

57

利用人数（人）
0 0 0

117,265 120,935

58

利用人数（人）
467 537 617

378 548

金額（千円）

647 666 699

592 697

13,800 14,490 15,939

9,904 14,060

121 123 125

235 168

24,472 26,919 29,611

20,234 22,923

4,175 4,383 4,645

6,349 6,983

4,837 5,079 5,587

9,071 5,593

528 538 548

449 524

38,678 46,414 55,697

45,336 51,562

4,264 4,477 4,925

3,585 3,926

1

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

保

険

給

付

（

介

護

給

付

・

予

防

給

付

）

に

係

る

各

種

サ

ー

ビ

ス

の

推

進

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

・要介護者が生活機能の維持・改善を図れるよう、または、要支援

者が要介護状態となることを予防し、住み慣れた地域で自立した生

活を営めるよう、各サービス事業者により、自宅等の生活の場にお

いて「居宅サービス」または「介護予防サービス」を提供した。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。

6



【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

61

61

アー⑧

短期入所生活介護

アー⑧

介護予防短期入所

生活介護

アー⑨

短期入所療養介護

60

60

61

アー⑥

通所介護

アー⑦

通所リハビリテー

ション

アー⑦

介護予防通所リハビ

リテーション

59

60

60

アー⑨

介護予防短期入所

療養介護

アー⑩

特定施設入居者生活

介護

アー⑩

介護予防特定施設

入居者生活介護

61

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

323,432 329,900 339,797

366,087 375,397

1,580 1,627 1,675

1,880 1,936

金額（千円）
24,856 26,347 28,982

15,650 15,218

利用人数（人）
320 336 352

204 215

9,885 10,082 10,384

9,600 9,702

3,046 3,137 3,231

2,862 2,887

866,125 887,778 909,973

873,389 875,713

1,445 1,488 1,532

1,660 1,833

198,900 211,829 225,597

177,815 168,706

3,988 4,107 4,230

3,869 3,764

48,880 51,324 56,456

55,357 62,375

141 145 149

81 70

520,200 546,210 573,521

557,685 529,852

544 560 582

667 624

5,121 5,377 5,915

3,053 2,735

17 18 19

7 5

64,050 69,174 74,708

81,303 80,780

624 655 721

221 154

1

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

保

険

給

付

（

介

護

給

付

・

予

防

給

付

）

に

係

る

各

種

サ

ー

ビ

ス

の

推

進

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

・要介護者が生活機能の維持・改善を図れるよう、または、要支援

者が要介護状態となることを予防し、住み慣れた地域で自立した生

活を営めるよう、各サービス事業者により、自宅等の生活の場にお

いて「居宅サービス」または「介護予防サービス」を提供した。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。

7



【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

62

62

62

62

イー③

地域密着型通所介護

イー④

認知症対応型通所

介護

イー④

介護予防認知症対応

型通所介護

65

65

65

アー⑫

特定介護予防福祉

用具販売

イー①

定期巡回・随時対応

型訪問介護看護

イー②

夜間対応型訪問介護

64

64

アー⑪

福祉用具貸与

アー⑪

介護予防福祉用具

貸与

アー⑫

特定福祉用具販売

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

金額（千円）
144,933 152,180 159,789

148,403 157,412

利用人数（人）
10,582 10,899 11,225

11,653 12,285

8,914 9,360 10,296

9,539 12,130

2,098 2,139 2,181

2,236 2,587

8,775

5,133 4,956

174 179 184

171 175

1,000 1,050 1,155

1,418 1,712

186 187 188

206 224

53 58 63

60 64

5,000 6,500

0 0 0

0 0

24,255 24,983 25,732

29,743 34,572

2,764 2,819 2,875

2,619 2,560

0 0 0

0 0

48 48 276

16 15

191,900 199,576 207,559

188,791 175,849

0 0 0

0 0

7,599 7,761 44,624

2,276 3,408

0 0 0

0 0

1

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

保

険

給

付

（

介

護

給

付

・

予

防

給

付

）

に

係

る

各

種

サ

ー

ビ

ス

の

推

進

ー

ー

ー

ー

ー

・要介護者が生活機能の維持・改善を図れるよう、または、要支援

者が要介護状態となることを予防し、住み慣れた地域で自立した生

活を営めるよう、各サービス事業者により、自宅等の生活の場にお

いて「居宅サービス」または「介護予防サービス」を提供した。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。

・要介護・要支援者が住み慣れた地域での生活を続けられるよう、

各サービス事業者により、地域の特性に応じた「地域密着型サービ

ス」または「地域密着型介護予防サービス」を提供した。

・認知症高齢者やひとり暮らし高齢者の増加を踏まえて、住み慣れ

た地域での生活を継続できるように、市が事業者の指定及び指導・

監督を行い、ニーズを把握しながらサービスの利用促進を図った。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。

ー

ー

ー

ー

8



【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

69

69

67

68

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

イー⑨

看護小規模多機能型

居宅介護

ウー①

居宅住宅改修費

ウー①

介護予防住宅改修費

イー⑥

介護予防認知症対応

型共同生活介護

イー⑦

地域密着型特定施設

入居者生活介護

イー⑧

地域密着型介護老人

福祉施設入所者

生活介護

66

67

イー⑤

小規模多機能型居宅

介護

イー⑤

介護予防小規模多機

能型居宅介護

イー⑥

認知症対応型共同

生活介護

66

66

66

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

18,218 19,128 22,042

18,221 15,341

201 211 221

185 157

9,500 9,975 10,973

8,300 10,773

106 116 127

87 108

300 300 300

304 300

0 0

0 0 0

0 0

0 0 0

78,672 79,459 80,254

84,010 82,989

649 651 653

626 618

70 72 74

63 71

129,150 131,733 134,368

128,372 133,728

755 770 785

668 622

4,575 4,666 4,806

5,468 6,032

0 0

9 12

194,091 197,973 201,932

172,418 157,851

0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

1

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

保

険

給

付

（

介

護

給

付

・

予

防

給

付

）

に

係

る

各

種

サ

ー

ビ

ス

の

推

進

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

0 0 0

2,223 2,998

0
・要介護・要支援者が住み慣れた地域での生活を続けられるよう、

各サービス事業者により、地域の特性に応じた「地域密着型サービ

ス」または「地域密着型介護予防サービス」を提供した。

・認知症高齢者やひとり暮らし高齢者の増加を踏まえて、住み慣れ

た地域での生活を継続できるように、市が事業者の指定及び指導・

監督を行い、ニーズを把握しながらサービスの利用促進を図った。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。

・要介護・要支援者が住み慣れた自宅で安心して暮らせるよう、住

宅改修に要した費用を支給した。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。
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【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

70

73

72

71

72

70

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

利用人数（人）

金額（千円）

オー②

介護老人保健施設

サービス

オー③

介護療養型医療施設

サービス

オー④

介護医療院サービス

エー①

居宅介護支援

エー①

介護予防支援

オー①

介護老人福祉施設

サービス

利用人数（人）

金額（千円）

20,600 13,930

60 40

利用人数（人）
24 25 26

31 12

金額（千円）
5,763 5,878 5,996

11,204 4,012

金額（千円）
14,709 15,151 15,605

利用人数（人）
35 36 37

1,535,005 1,550,355 1,573,610

1,477,540 1,452,804

5,766 5,783 5,800

5,668 5,465

549,045 568,261 588,150

501,550 492,135

1,829 1,865 1,939

1,783 1,758

295,800 306,153 316,868

304,939 314,657

20,613 21,128 21,656

20,265 20,791

16,758 17,599 18,479

17,744 19,474

3,532 3,602 3,674

3,778 4,153

1

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

⑵

保

険

給

付

（

介

護

給

付

・

予

防

給

付

）

に

係

る

各

種

サ

ー

ビ

ス

の

推

進 ー

ー

ー

ー

ー

ー

・要介護・要支援者の心身の状況や、その置かれた環境、本人や家

族の希望等を勘案し、居宅介護支援事業者または介護予防支援事業

者により「居宅サービス計画」または「介護予防サービス計画」

（通称：ケアプラン）を作成した。

・ケアプランに基づくサービスの提供が確保されるよう、事業者等

との連絡調整などを行った。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。

・介護保険施設（介護老人福祉施設・介護老人保健施設）及び介護

療養型医療施設において、それぞれの施設の目的に沿った「施設

サービス」が提供された。

・要介護者の増加傾向等を勘案すると、今後サービス量の増加が見

込れる。
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【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

イ-①介護予防把握

事業
91 実績値 ー

・市、地域包括支援センターの相談により、介護予防が必要な方に

対し、基本チェックリストを実施し、生活機能の低下や閉じこもり

状態の有無の把握を実施している。

・機能低下等が見られる場合は、介護予防・日常生活支援総合事業

や介護予防事業等への参加を勧めている。

・高齢者が要介護状態になることを予防するため、基本チェックリ

スト及びアセスメントを、引き続き適正に行っていく。

・新型コロナウイルス感染症の影響があり、事業を拡大することが

出来なかった。

（見込み値は必要量の見込みであるため、「達成」「未達成」には

そぐわない。）

未達成

・訪問型サービスＣについて、令和２年度、３年度は新型コロナウ

イルス感染症の影響があり伸び悩んだが、令和４年度は急増してい

る。訪問型サービスＡについては利用なし、Ｂ、Ｄについては導入

なし。

・認知度が低いため、地域包括支援センターを通じて周知を強化

し、参加者の増加につなげる。また、市の実情に応じ、訪問型サー

ビスＢや訪問型サービスⅮの導入を検討していく。

1,353 1,323 1,309

・全般的に新型コロナウイルス感染症の影響があり、事業を拡大す

ることが出来なかった。

0

ア-①訪問型

サービス
88

訪問介護（旧制度介護

予防訪問介護相当）

訪問型サービスＡ

（緩和した基準による

サービス）

訪問型サービスB

（住民主体による

支援）

訪問型サービスC

（短期集中予防

サービス）

訪問型サービスD

（移動支援）

114 186 258

0

1,359 1,432

0

0

3

0 0

3 4 5

4 5

1 15

59 77 95

10 126

・引き続き周知を強化して参加者の増加につなげる。また、通所型

サービスＢについては、実施の検討を行っていく。

4,467 4,442

5,426 5,520 5,680

未達成

・通所型サービス（旧制度介護予防通所介護相当）は減少傾向にあ

る。通所型サービスＡ、Ｃについては、令和３年度は減少傾向だっ

たが、令和４年度は参加者が増加している。

378 486 597

659

・利用者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営む

ことのできるように配慮すること、また、利用者の心身の状況、そ

の置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき、利用者の

自立に向けて設定された目標を達成するために、適切な保健医療

サービス及び福祉サービスが、当該目標を踏まえ、多様な事業者か

ら、総合的かつ効率的に提供されるよう配慮したケアマネジメント

を実施していく。

4,262 4,234

4,484 4,619 4,802

ー

・介護予防・日常生活支援総合事業による介護予防・生活支援サー

ビス等を適切に提供できるよう、要支援等に対し、機能回復や自立

支援等に向けたケアマネジメントを行っている。

通所型サービスC

（短期集中予防

サービス）

45 45 45

通所型サービスＡ

（緩和した基準による

サービス）

基本チェックリスト

実施者数
68 73

724

ア-④介護予防ケア

マネジメント
90 実施件数

ア-②通所型

サービス
89

通所介護（旧制度介護

予防通所介護相当）

⑴

介

護

予

防
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【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

見込値

実績値

見込値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

実績値

実績値

・令和２年度、３年度については新型コロナウイルス感染症の影響

により、講座が中止となっていた時期があったため。

・また、講座メニューが令和３、４年度と変更がなくマンネリ化し

てしまったため。

・令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、派遣できる

リハビリ専門職が少なく、団体に対し広く希望を募ることができな

かったため

・新型コロナウイルス感染対策により中止とした他、住民の地域活

動が縮小され申し込みが少なかったため

イ⁻②a)楽らく長生

き講座
92

実施回数

50 55 60

延べ参加者人数

・体操、運動、栄養、口腔、認知症予防など様々な分野を出前講座

として行った。

・受講者アンケートを分析し、新しい講座メニューにつなげる。

・受講申込の少ない、自治会やシニアクラブへの周知を強化する。

23 36

1,100

296 539

1,000 1,050

ー

ウォーキング教室

（参加人数）

イ⁻②c)エンジョ

イ！やすらぎ事業
93

骨盤ストレッチ

（実施回数）

ストレッチ教室

（参加人数）

未達成

ー ー

ー ー

ウォーキング教室

（実施回数）
ー

ー

・行田市総合福祉会館等公共施設の活用及び社会福祉協議会の専門

職により、効果的な内容で実施してく。

骨盤ストレッチ

（参加人数）
68 61

ストレッチ教室

（実施回数）

5 5

ー

・社会福祉協議会へ委託している介護予防事業。

・高齢者が様々なメニューの中から希望する講座を選択し、自ら活

動に参加することで、閉じこもり防止や生活機能の維持、向上を図

ることができるよう実施している。

・年度毎に介護予防に資するメニューを企画し、多く参加いただけ

るよう工夫している。

ー ー

水中ウォーキング教室

（参加人数）
15 ー

水中ウォーキング教室

（実施回数）
4

ノルディックウォーキ

ング教室（参加人数）
46 47

ノルディックウォーキ

ング教室（実施回数）
4 4

脳トレ体操教室

（参加人数）
100 99

脳トレ体操教室

（実施回数）
8 7

水泳教室（参加人数） ー ー

水泳教室（実施回数） ー ー

マジック教室

（参加人数）
40 28

マジック教室

（実施回数）
4 5

カラオケ教室

（参加人数）
ー ー

カラオケ教室

（実施回数）
ー ー

200 300

31 200

水中太極拳教室

（参加人数）
ー 28

水中太極拳教室

（実施回数）
ー 4

イ⁻⑤地域リハビリ

テーション活動支援

事業

94

利用団体数 1 4

イ⁻③地域介護予防

活動支援事業
94

新規団体数

参加者実人数

・新規団体数が少ないため、増設に向けて体験会及び周知を行う。

・体操を指導する指導者を育成するための指導者養成講座を実施す

る。

・参加者のモチベーション低下を防ぐため、体操を継続している団

体に対し体力測定等定期的な支援を実施する。

2 9

10 20 30

未達成
・住民主体の通いの場にて、リハビリ専門職の指導によりおもりを

使った体操を実施。
100

ー
・介護予防事業所や地域住民が運営する通いの場にて、リハビリ専

門職が助言、指導を実施。

・申込団体数が少ないため、リハビリ専門職、地域包括支援セン

ターと連携し、周知を行う。
参加実人数

10

(実人数)

187

(延人数)
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【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

実績値

実績値

ア⁻⑦総合相談支援

業務
102 実績値 ー

・市内5カ所の地域包括支援センターで、高齢者の心身の状況や生

活の実態、必要な支援を幅広く把握し、地域における適切な保健・

医療・福祉サービスや、適切な期間又は制度の利用につなげるため

の支援を行っている。

・地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継

続していくことができるよう、どのような支援が必要かを把握し、

地域における適切な保健・医療・福祉サービス、機関又は制度の利

用につなげる等の支援を行う。

・また、高齢者本人のみならず、介護を行う家族等に対する支援及

び複合化・複雑化した課題を抱える個人や世帯に対する適切な支

援・対応を行うため、他の相談支援を実施する機関と連携するとと

もに、必要に応じて引き続き相談者とその世帯が抱える地域生活課

題全体の把握に努めながら相談支援を行う。

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

ア⁻⑩地域支援ネッ

トワーク会議の開催
104 実績値 ー

・地域福祉の協力者である民生委員・児童委員、地域包括支援セン

ター相談協力員と各機関の顔の見える関係の構築や地域情報の共

有、支援調整などを図るため、年2回会議を開催している。

・令和2～3年は新型コロナウイルス感染症の蔓延防止ため会議を中

止したが、令和4年度は再開した。

・本会議を通じて、引き続き関係機関や地域住民との連携を深めな

がら、支援が必要な高齢者を把握するとともに、地域課題の把握を

行っていく。

・会議を継続することで、連携体制をさらに深めていく。

見込値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

ウ⁻①行田市在宅医

療・介護連携推進協

議会

109 実績値 ー

・地域における保健、医療、介護及び福祉に関する関係者相互間の

在宅医療及び介護に対する理解を深めるとともに、連携を円滑にす

るため、必要に応じ年1回開催している。

・令和２年度は新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため、開催し

ていない。

・地域における保健、医療、介護及び福祉に関する関係者相互間の

在宅医療及び介護に対する理解を深めるとともに、連携を円滑にす

るため、必要に応じ開催していく。

・地域包括支援センター職員の資質の向上や業務遂行能力の均衡等

を図り、職種の専門性の発揮及び職種間連携を図る。
専門職による専門部会 32 41

2 6

ー

・困難事例の検討や、国や県、市の重要施策の研修、情報交換を定

期的に行い、地域包括支援センター職員の資質の向上や業務遂行能

力の均衡等を図っている。

ア⁻⑧権利擁護業務 102

成年後見等の相談 33 0

相談件数 7,746 6,845

ア⁻⑥地域包括支援

センター会議の開催
101

包括スタッフ会議

相談件数

消費者被害等の相談 6 0

ー
・市内5カ所の地域包括支援センターの社会福祉士等が、高齢者の

権利擁護に関する相談への対応や支援等を行っている。

・地域の住民や民生委員、介護支援専門員などの支援だけでは十分

に問題が解決できない、適切なサービス等につながる方法が見つか

らない等の困難な状況にある高齢者が、地域において、安心して尊

厳のある生活を行うことができるよう、専門的・継続的な視点から

の支援を行う。

虐待等の相談 16 0

イ⁻①地域ケア推進

会議
105 開催数

12 12 12

担当圏域毎の会議 中止 53

・高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護

支援専門員、主治医、地域の関係機関等の連携、在宅と施設の連携

など、地域において、多職種相互の協働等により連携するととも

に、介護予防ケアマネジメント、指定介護予防支援及び介護給付に

おけるケアマネジメントとの相互の連携を図ることにより、個々の

高齢者の状況や変化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを

実現するため、地域における連携・協働の体制づくりや個々の介護

支援専門員に対する支援等を行う。

圏域別サービス担当者

会議
335 0

677 0

ー

・市内5カ所の地域包括支援センターの主任介護支援専門等が、地

域における介護、医療等に関する多職種が連携・協働することによ

り、高齢者の日常生活を包括的かつ継続的に支援するとともに、居

宅介護支援事業所の介護支援専門員（ケアマネジャー）が抱える困

難事例等に対する支援を行っている。

ア⁻⑨包括的・継続

的ケアマネジメント

業務

103

イ⁻②地域ケア個別

会議
106

地域ケア個別会議開催

数（緑風苑）

地域ケア個別会議開催

数（ふぁみぃゆ）

達　成

・高齢者本人の自己実現に資する介護予防活動や生活支援・介護

サービス等の提供のため、高齢者の生活の質の向上を目指し、多職

種（歯科医師又は歯科衛生士、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、

作業療法士等）の助言を得ながら、自立支援、介護予防、重度化防

止の観点からケアマネジメント、サービス提供の方向性を一致させ

ていくことを目的に実施している。

・令和３年度は、新型コロナウイルス感染症により中止となった会

議があった。

・検討した内容が、自立支援、重度化防止に資するケアマネジメン

ト、サービス提供となったか検証を行うことが必要。

・今後は、検討をおこなったケースのモニタリングを実施してい

く。
8 12

・地域包括支援センターにより、会議開催の実施、開催の判断等の

バラつきがあること、会議におけるマネジメント力に差が見られる

ため、困難事例に対する対応力及びマネジメント力向上等の能力向

上を行っていく。

・また、会議で検討した個別事例のモニタリング、支援終結を実施

していく。

地域ケア個別会議開催

数（壮幸会）
0 0

地域ケア個別会議開催

数（まきば園）

5 1

ー

・介護支援専門員が抱える困難事例や、地域住民や関係機関による

支援要請事例等について、多職種による検討を行い、自立支援に資

するケアマネジメントの支援並びに地域で不足している社会資源の

把握及び開発につながるよう会議を開催している。

0 0

0

開催数 1 1

0 3

地域ケア個別会議開催

数（ほんまる）
1

3

地

域

包
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ス
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【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

実績値

実績値

実績値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

ア⁻②徘徊高齢者等

早期発見シールの

配布

118 実績値 ー

・徘徊高齢者等の早期保護と事故の未然防止を図るとともに、徘徊

高齢者等を在宅で介護する者またはその家族の精神的負担の軽減を

図るために、徘徊高齢者等の持ち物等に貼る反射シールの配布を行

う。

・引き続きシールの配布及び周知に努める。

ア⁻③徘徊高齢者等

位置探索サービス

事業

119 実績値 ー

・徘徊高齢者等の早期保護と生活の安全を確保するとともに、徘徊

高齢者等を在宅で介護する者又はその家族の精神的負担の軽減及び

安心して介護ができる環境を整備することを目的として、徘徊高齢

者等の現在位置を知らせる端末機器の貸与等を行っている。

・徘徊高齢者等が端末機器をもっていないと位置の確認ができない

こと、類似事業の徘徊高齢者等早期発見シールの配布事業を行って

いることから、近年利用者数が激減している。

・事業の必要性を見直し、廃止も検討していく。

見込値

実績値

見込値

実績値

・徘徊高齢者等を介護する介護者及び家族からの問い合わせに対し

て、本事業の利用を勧めることができている。

・新型コロナウイルス感染症蔓延防止等により、1回の開催あたり

の参加者数が減少し、参加人数の目標達成はできなかった。

・全地域包括支援センターに推進員を配置し、施策を進めている。

・新型コロナウイルス感染対策により中止とした他、住民の活動が

自粛され参加者が少なかったため。

エ⁻①認知症地域支

援推進委員の配置
112

認知症支援事業

推進員の配置状況

ウ⁻②行田市在宅医

療・介護連携推進協

議会　作業部会

109

普及啓発部会開催数

・課題をある程度解決したため、必要性が薄れた部会がある。新た

な分野の課題に対し、新規部会の設置が必要か検討する必要があ

る。

・在宅医療・介護連携に関する課題解決のため、引き続き作業部会

を設置し、協議を継続する。

研修部会開催数 6 9

患者情報共有・

ＩＣＴ部会開催数

0 0

ー
・在宅医療・介護連携推進協議会等で出された課題を具体的に解決

していくために、作業部会を開催し協議を行っている。
2 7

入退院調整部会開催数

・生活圏域ごとに課題が異なるため、地域の実情に応じた事業展開

が必要。事業の展開により、地域への理解につなげる。

・支援が必要な方の掘り起こしを進め、必要なサービスにつなげ

る。9 8

10 10 10

達　成

・毎月推進員会議を開催し事例検討等を行い対応力の向上と地域課

題に即した事業等の検討を実施

・徘徊模擬訓練の実施。

・認サポ開催時に認知症相談会を同時実施。

・認知症カフェ事業者意見交換会、ボランティアマッチングイベン

トを開催（ボランティア希望者名簿の提供と活用依頼）

0 0

・認知症初期集中支援チームの設置は継続。

・認知症高齢者の増加は見込まれるため、関係機関の認知症対応力

向上のため、対応に関する相談、医療機関との連携を引く続き行っ

ていく。

・地域包括支援センターに配置している認知症支援推進員等との協

働により、認知症施策の策定に関与していく。

1 1

1 1 1

達　成

・医療・介護・福祉の専門職と専門医で構成されるチームによる、

認知症の発症後のステージとしての初期段階への集中対応を行って

いる。令和３年度、４年度では、チーム対応件数が減少している

が、地域包括支援センターや高齢者支援を行う機関の対応力が向上

し、認知症初期集中支援チームへの相談件数も減少していると考え

られる。

10 15 20

4 0

エ⁻③認知症カフェ

（オレンジカフェ）
114

実施回数

60 90

エ⁻②認知症初期集

中支援事業
113

認知症初期集中支援

チーム数

認知症初期集中支援

チーム対応件数

120

参加人数

未達成

・認知症の方や家族、友人、地域の方、ボランティア、専門職など

が集まり、認知症に関する情報交換、専門職への相談ができる場を

設置。

・市内８か所に委託し、各事業所につき、月１回実施。

・認知症本人、家族の参加が少ないため、チラシを作成し市民に広

く周知する。介護事業所等とも連携をとり周知をはかる。

・ボランティアを活用し、地域に開かれたカフェ運営を図る。

36 58

700 1,350 1,800

385 538

ア⁻①介護教室の

開催
117 実施回数

・ケアラー支援として、今後ますます重要性が高まってくるため、

引き続き開催し、介護に関する知識、技術の提供の他、ケアラー同

士の情報交換等による負担感の軽減を目指す。9 10

10 10 10

達　成

・市内5カ所の地域包括支援センターに委託し、介護者や介護に関

心のある方などに対し、適切な介護知識や介護技術、外部サービス

の利用方法の習得、介護者等の情報交換を行う教室を実施してい

る。

ア⁻④認知症サポー

ター養成講座
120

実施回数

参加人数

0 0

配布人数 16 17

ＧＰＳ端末貸与数

・認知高齢者の増加が見込まれるため、引き続き定例開催を実施し

ていく。

・また、地域の団体、企業にも呼びかけ、受講人数（参加人数)の増

を図り、認知症とその家族を見守る応援者を増やすことで、認知症

高齢者等が地域で安心して暮らしていける地域づくりを行ってい

く。

16 30

25 30 35

未達成

・地域や職場において、認知症に関する正しい知識や対応方法を学

び、より多くの方に認知症とその家族を見守る応援者である「認知

症サポーター」を養成する講座を実施している。

・令和3年度までは、機能強化型地域包括支援センターが、令和4年

度から地域包括支援センターに配置している認知症地域支援推進員

により、認知症サポーター養成講座の定期開催を行っている。

令和2～3年度は新型コロナウイルス感染症の蔓延防止等により開催

回数が減少した。

375 600 700

304 101
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【基本目標３】安心して暮らせる高齢者福祉の充実
第８期行田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画　

区分 実施状況 取組状況 課題と今後の方向性

現状の評価と今後の方向性

R3年度 R4年度 R5年度 達成出来た（出来なかった）要因

施策 ページ 指標取組

第8期計画

ア⁻⑤紙おむつ給付

事業の実施状況
121 実績値 ー

・在宅の要介護者及び重度心身障害者に対し紙おむつ（尿取りパッ

ドを含む。）を給付することにより、本人及びその家族を援助し、

その精神的及び経済的負担の軽減を図り、もって福祉の増進に寄与

することを目的として実施している。

・国の地域支援事業実施要綱の改正により、対象者の要件により、

地域支援事業での実施（介護保険事業費特別会計）と市独自事業

（一般会計）での実施を行っている。

・今後の国の地域支援事業実施要綱の改正により、事業の継続、内

容変更等の見直しが必要になる。

・また、要介護高齢者の増加等により、利用者の増が見込まれる。

・現在、事業を委託方式で実施しているが、高齢者個人に合わせた

紙おむつ等の種類変更や配布期間の調整等の困難さがあることか

ら、利用者の利便性を考慮し、実施方式（委託方式➔補助方式）の

変更の検討が必要。

見込値

実績値

見込値

実績値

イ⁻③a　高齢者等配

食サービス事業
123 実績値 ー

・高齢者等に対し、栄養のバランスのとれた食事を居宅へ配達する

（一人につき週４食まで）とともに、高齢者等の安否確認等を行っ

ている。

　高齢者のみ世帯の増加により、食事の援助や安否確認を必要とす

る方が増えると見込まれる。

　配食サービスは、民間事業者により実施されていることもあるた

め、適正な受益者負担や対象者の見直しを含め、事業の在り方につ

いて、検討する必要がある。

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

見込値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

実績値

・支援を行う必要が生じた際に、的確に対応することができた。

・受任件数については、成年後見制度の実績に伴い、市からの候補

者依頼があるため、若干の増加傾向である。また令和３年度より対

象者拡充のため要綱改正を行い、市長申立に限らず福祉サービス利

用援助事業からの制度移行者も対象としたこともあり、令和５年度

に２件（親族申立）の受任を予定している。

・相談件数については、事業開始当初は身寄りのない方への制度利

用のための受け皿を原則しており、相談機能としての役割及び周知

は積極的に実施しなかった。今後は受任経験に基づく相談機能を拡

充させていく。

・精神的に不安定など、専門員での対応が必要な利用者が一定数お

り、生活支援員への移行が進んでいないため。

利用登録者数（人） 200 179

イ⁻①成年後見制度

利用支援事業
122

市長申し立て数

成年後見制度利用

支援事業利用者数

・今後支援を行う必要が生じた際に、迅速かつ的確に対応できるよ

う予算確保に努める。

0 0

2 2 2

達　成
・成年後見制度の市長申立てや、低所得者に対し成年後見人等に支

払う報酬の助成等を行う事業。2 2 2

1 1

利用登録者数 190 223

・相談窓口の周知のため、パンフレットの作成・配付を実施する。

・出前講座においても派遣要請しやすいメニューを作成する。

・今後受任件数の増加を図り、後見人としての知識と経験を深めて

いく。

22 28

40 50 55

未達成

・平成３０年度までは１～２件の受任状況であったが、福祉課から

候補者依頼の件数もあり受任件数に関しては徐々に増加傾向であ

る。しかしながら、制度に関する問い合わせ及び相談件数について

は横ばいの状況である。

・広報活動として平成３０年度、令和３年度に講演会等のイベント

を開催するも、制度理解、本会の相談窓口機能、ともに市民からの

認知度が低い状況である。

5

48

4

6

⑤「あんしんサポー

トねっと」の推進
128

相談件数

④法人後見事業の

推進
127

相談件数

受注件数

利用者人数

7 8

50

6

5 5

59 53

生活支援員数
6

4

⑶

高

齢

者

へ

の

虐

待

防

止

対

策

等

要介護認定調査の適正

化（変更申請）
455

要介護認定調査の適正

化（更新申請）

・対応する生活支援員の確保・育成を図るとともに、支援を必要と

する方を適切に把握できるよう、関係機関と連携していく。また、

利用者の判断能力や必要な支援内容の変化に応じて、専門職へつな

ぐ等、成年後見制度への移行を進める。

19 20

15 15 15

未達成

・関係機関との連携・担当者会議への出席

・生活支援員の資質向上

・成年後見制度への移行

45

1,051

ー

・介護認定調査の状況に係る点検や、ケアプランの点検、住宅改修

等の点検、医療情報との突合・縦覧点検及び介護給付費通知を行う

ことで、介護給付等に要する費用の適正化に努めた。

・引き続き点検や通知等を行い、制度趣旨や良質な事業展開のため

に必要な情報の提供など、事業者の育成、質の向上に取り組み、利

用者に適切なサービスを提供できる環境の整備を図るとともに、介

護給付費の適正化を図る。

476

4

介

護

保

険

事

業

の

推

進

に

向

け

て

⑴介護給付等費用適正化事

業の推進
129

要介護認定調査の適正

化（新規申請）
1,006

介護給付費の通知

（年2回）
5,582 5,649

医療情報との突合・縦

覧・点検（介護実施分
1,135 1,137

1,741 1,794

住宅改修の点検

（施工後の現地確認）
0 0

ケアプランの点検

（書類の数）
90 93

⑵

任

意

事

業3
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